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MRIに強くなるための原理の基本
やさしく、深く教えます
物理オンチでも大丈夫。撮像・読影の基本から最新技術まで
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励起されたスピンが元の状態に戻る過程
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1	MRIは受信コイルで信号をキャッチする
2	MRIのコイルには静磁場コイル，RFコイル，傾斜磁場コイルの3種類がある
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傾斜磁場によって信号発信の位置を探る	 72
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1	フーリエ変換によってエコー信号を周波数の関数に変える
2	位相エンコードの数だけ受信をくり返してk空間を充填する
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必要なデータを抽出している
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プレパルスで画像にスパイス	 103
画像に特徴的なコントラストを与えよう
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より高度な撮像テクニック	 149

1	MRCP：脂肪を抑制して水を画像化する
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付録

●拡散テンソル画像（本文p.136の図16-10参照）
ⓐベクトルカラーマップ，ⓑ錐体路の拡散テンソル画像．
拡散検出磁場の方向を6方向以上変えて，プロトンがどちらの方向に動きやすいかで，神経線
維束の走行を推定するものである．ベクトルカラーマップでは前後方向が緑，上下方向が青，
左右方向が赤で表示されている．この画像をもとに始点と終点となる関心領域を設定し，複数
のスライスを追跡して，神経線維束を求めたものが拡散テンソル画像である．

ⓑⓐ

Color Atlas
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